
　
石
和
温
泉
旅
館
協
同
組
合
加
盟
の
16
施
設
で
接
客
マ
ナ
ー

な
ど
を
１
年
間
研
修
し
て
き
た
中
国
・
山
西
省
太
原
旅
遊
職
業

学
院
の
46
名
の
研
修
生
に
１
次
受
入
機
関
で
あ
る
笛
吹
市
の

荻
野
正
直
市
長
よ
り
修
了
証
書
が
授
与
さ
れ
た
。

　
研
修
生
は
、
日
本
語
や
挨
拶
な
ど
の
接
客
の
基
本
や
案
内
、

配
膳
、
見
送
り
な
ど
の
実
務
研
修
を
行
っ
た
ほ
か
、
山
梨
県
内

の
観
光
地
の
見
学
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
・
ワ
イ
ン
な
ど
の
地
場
産
業

の
生
産
現
場
の
見
学
に
加
え
、
県
外
の
観
光
地
の
研
修
も
行

っ
た
。

　
荻
野
市
長
は
、研
修
生
の
一
人
一
人
に
修
了
証
書
を
手
渡
す

と
と
も
に
、
研
修
生
の
代
表
に
定
額
給
付
金
を
手
渡
し
た
。
研

修
生
は
、
外
国
人
登
録
を
行
っ
て
お
り
、
笛
吹
市
内
で
寮
生
活

を
送
っ
て
い
る
た
め
、幸
運
に
も
給
付
金
を
手
に
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
荻
野
市
長
か
ら
の
「
笛
吹
市
内
で
お
土
産
を
買
っ
て

下
さ
い
。
」
と
い
う
呼
び
か
け
に
対
し
、「
お
土
産
を
買
っ
て
帰

り
ま
す
」
と
応
じ
、
友
達
同
士
で
何
を
買
お
う
か
と
笑
顔
で
相

談
し
て
い
た
。

　
山
下
理
事
長
は
、「
１
年
間
い
ろ
い
ろ
な
苦
労
が
あ
っ
た
と

思
う
が
、１
人
も
欠
け
る
こ
と
な
く
研
修
を
終
え
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。
笛
吹
市
を
は
じ
め
、
関

係
者
の
協
力
に
よ
り
無
事
研
修
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
を
忘
れ
な
い
で
欲
し
い
。
ま
た
、
石
和
温
泉
、
笛
吹
市
、
山
梨

県
や
日
本
の
良
さ
を
帰
国
後
に
多
く
の
人
に
伝
え
て
も
ら
い

た
い
。」と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
。

　
研
修
生
の
賈
春
燕
さ
ん
は
、
関
係
者
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
述
べ
る
と
と
も
に
、「
お
も
て
な
し
の
心
や
日
本
人
の
勤
勉

さ
や
日
本
の
文
化
な
ど
を
学
ん
だ
。
研
修
で
の
経
験
は
今
後

の
自
信
に
な
る
。
今
後
の
人
生
に
役
立
て
た
い
」
な
ど
と
、
豊

富
を
述
べ
る
と
と
も
に
、「
印
象
的
な
の
は
、
世
界
一
早
い
富

士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド
の
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
に
乗
っ
た
こ
と

と
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
行
っ
た
こ
と
」と
語
っ
た
。

　
研
修
生
の
多
く
は
、帰
国
後
に
旅
行
関
連
の
仕
事
や
通
訳
と

し
て
活
躍
す
る
予
定
で
あ
り
、笛
吹
市
や
山
梨
県
へ
の
中
国
人

観
光
客
の
一
助
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。荻
野
市
長

は
、「
帰
国
後
に
一
人
で
も
多
く
観
光
客
を
送
客
す
る
こ
と
が
、

関
係
者
へ
の
一
番
の
恩
返
し
に
な
る
」と
期
待
を
述
べ
た
。

　
旅
館
組
合
で
は
、
関
係
者
と
と
も
に
「
笛
吹
市
国
際
観
光
振

興
協
会
」
を
立
ち
あ
げ
、
研
修
生
の
受
入
が
円
滑
に
行
わ
れ
る

よ
う
打
合
せ
を
行
っ
て
き
た
。
22
日
に
は
、
地
域
住
民
を
招
待

し
、
今
後
も
地

域
住
民
と
研
修

生
や
外
国
人
観

光
客
と
の
交
流

が
円
滑
に
な
る

こ
と
を
願
い
、

文
化
交
流
を
兼

ね
た
お
別
れ
の

イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
た
。

笑
顔
で
修
了
証
書
を
受
け
取
る

お
礼
を
述
べ
る
研
修
生

授与式参加者の記念写真

　官公需適格組合制度は、官公需の受注に際して中小企業者の自主的努力を支えるため「昭
和42年度中小企業に関する国等の契約の方針」に基づいて、国等が発注に際して中小企業者
の組合等の活用を積極的に行えるよう便宜を図るために制度化されたものです。
　官公需適格組合は、共同受注したものを完全に納入できる十分な体制・経営基盤が整備さ
れている組合として中小企業庁（山梨県の場合は関東経済産業局）が証明するものです。
　この証明を受けられる組合は、中小企業者が組合員である事業協同組合、企業組合、協業組
合等で以下の基準を満たしていることが条件になっています。
　官公需適格組合の証明を得ようとする組合は、官公需の共同受注にあたって、人材・財政的
に整備を行い、実施体制や今までの実績、組合の資産状況などを検討した上で申請書を作成
し、中小企業団体中央会の「内容事実確認」を受け、所轄の経済産業局に提出します。申請を受
けた経済産業局では「官公需適格組合証明基準」にのっとり事実確認を行い、証明基準に適合
した組合にのみ証明をすることになっています。

　このような組合が全国に860組合（山梨県内13組合）あります。
　業種では　物品関係：石油、繊維製品、印刷等………………………220組合（山梨県：1組合）
　　　　　　役務関係：設計、自動車整備、運輸、建物サービス等 …388組合（山梨県：9組合）
　　　　　　工事関係：土木、建築、管、造園等 ………………………252組合（山梨県：3組合）

　物品・役務関係の証明基準 
　　基準 1  組合運営が、組合員の協調裡に円滑に行われていること
　　基準 2  官公需の受注について熱心な指導者がいること
　　基準 3  常勤役職員が２名以上いること
　　基準 4  共同受注委員会が設置されていること
　　基準 5  役員と共同受注した案件を担当した組合員が連帯責任を
 負うこと
　　基準 6  検査員を置くなど検査体制が確立されていること
　　基準 7  組合運営を円滑に行うに足りる経営的収入があること

　工事関係の証明基準 （上記に加えて）
　　基準 8  共同受注事業を1年以上行っており相当程度の受注実績
 があること 
　　基準 9  工事１件の請負代金の額が1,500万円（電気、管工事等は 
 500万円）以上のものを受注しようとする組合は、常勤役 
 員が1名以上、常勤職員が2名以上おり、その役職員のうち 
 2名は受注しようとする工事の技術者であること
　　基準10 共同受注した工事の施工等について共同施工（自社施工） 
 又は分担施工（経常JV・乙型）の施工体制をとり、組合専従 
 技術者が工事を監理・監督・指導等をすると共に、総合的な 
 企画および調整を行う企画・調整委員会が現場ごとに設置 
 され、工事全体が契約通りに施工される体制があること




